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研究成果の概要（和文）：最先端の遠隔看護機器とシステムの開発･実用化を通して､特に過疎･

高齢化に直面しているわが国の里山(へき地/中山間地域､島しょ等)における在宅療養者とその

家族介護者に対する質の高いケアサービスの提供､医療費の低減化､医療過疎・格差の解消及び

地域社会の再生に寄与することを目指した実践的研究である。多様な小規模臨床試験を通して､

通常の通信回線(ADSL または光回線)でも医用データの画像診断が可能な最先端の高画質高音

質の遠隔看護機器の開発､タブレット型 PC やスマートフォン等の携帯端末と連動してデータ

共有する遠隔看護､独居高齢者の見守りと生活支援等が可能な遠隔看護システム(サラス)の開

発に成功した。このシステムを用いることによって､費用対効果や質の高いケアサービスの提供､

医療過疎・格差の解消及び地域社会の再生に寄与することが期待される。また､今後保健医療福

祉分野における新たなビジネスモデル創生の潜在性も提示した。 

 
研究成果の概要（英文）：This study was to contribute to the offer of high quality care 
services for sick persons at home and the family care givers in Satoyama (mountain 
villages remote islands and so on), where we are seriously facing both depopulation 
and aging, reducing the medical cost, resolving the difference of medical care among 
communities and the reproduction of the community through the development of the 
highest quality tele-nursing apparatus and system. Through various small clinical 
trials, we succeeded in the development of the highest quality tele-nursing system 
(Salus) with the usual tele-communication line (ADSL or optical communication line), 
tele-nursing using a tablet type PC and a smart phone, a watch and life support 
system for senior citizens in home alone. It suggests that the above outcomes should 
strongly contribute to higher cost-effectiveness of medical care services in Satoyama, 
reducing the difference of medical care services among communities and the 
reproduction of the community. It also shows the potential as the new business model 
in the field of health, medical care and well-being in future. 
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１．研究開始当初の背景 

遠隔看護(Tele-nursing)に関する研究は､
1990 年代の通信テクノロジーの飛躍的な進
歩と普及によって欧米を中心に研究が進ん
でいる。しかし､文献レビュー (CINAHL､
2001-2002/5)では､電話と E-mail で 70％､固
定型のテレビ電話を使用した研究が 15％を
占めているが､高度情報通信システム(双方向
画像音声伝送システム)を利用した研究は皆
無に近い。遠隔看護の有用性は理解されてい
るものの､通信インフラの未整備､診療報酬
の支払いの問題､安全性とプライバシーの問
題､機器およびシステム開発コストの問題等
のために､実用的な遠隔看護の機器およびシ
ステムは欧米でもほとんど開発されていな
い。近接領域ではわが国でも遠隔医療
(Tele-medicine)としてテレパソロジーによ
る術中迅速病理検査､画像データの送受信に
よる画像診断､設置型のテレビカメラによる
遠隔診断等の機器およびシステムの開発が
行われている。しかし､遠隔医療は基本的に
施設間を専用回線で結び､高解像度高品質の
画像音声データの送受信を行うために高価･
複雑で､一般通信回線を用いた新たな遠隔看
護機器およびシステムの開発が求められて
いる。国内には本研究に類似した研究が散見
されるが､高度情報通信システム(双方向画像
音声伝送システム)を装備した第３世代の携
帯電話やタブレット型 PC 等の携帯端末を利
用して在宅療養者と家族等の多様なニーズ
に対応した遠隔看護機器およびシステムの
開発､ガイドラインづくり及び費用対効果分
析は国内的にも世界的にも先駆けとなる研
究である。通信インフラの整備や通信テクノ
ロジーの飛躍的な進捗･進歩を考慮すれば､
過疎･高齢化に直面しているわが国の里山(へ
き地/中山間地域､島しょ等)における在宅療
養者とその家族介護者への質の高いサービ
スの提供と医療費の効率化･低減化のために､
できるだけ早期に遠隔看護機器とシステム
の開発を行い､ガイドラインづくりおよび費
用対効果分析の研究に着手し成果を出す必
要がある。本研究者らは平成 15 年 8 月 27 日
には遠隔看護システムに関するビジネス特
許の申請(出願番号:2003-302676)を特許庁に
行い､平成 17 年度～平成 19 年度科学研究費
補助金(基盤研究Ｂ)を得て､最先端最高水準
の遠隔看護機器およびシステム(名称：サラ
ス)の開発に取り組んできた。里山(長野県阿
南町)における小規模臨床試験を通して､24

時間画像音声による見守りや遠隔ケア等が
出来るシステムは里山のライフラインのひ
とつと位置付ける必要性を痛感した。 

２．研究の目的 

最新の情報通信インフラを活用した遠隔
看護機器とシステムの開発を通じて､特に過
疎･高齢化に直面しているわが国の里山にお
ける在宅療養者とその家族介護者への質の
高いケアサービスの提供､医療費の飛躍的効
率化と低減化及び地域社会の再生に寄与す
ることを目指している。 

３．研究の方法 

里山における在宅療養者と家族及び訪問
看護師等の多様なニーズを看護系研究者だ
けではなく､医科学系､社会学系の研究者ら
と共同して多角的･学際的に調査研究し､最
先端最高水準の遠隔看護機器とシステム(名
称：サラス)を用いて､課題の抽出､標準化･ガ
イドラインづくり､費用対効果分析､ビジネ
スモデルの創生等を行う。なお､一連の研究
は長野県看護大学の倫理審査を受け､承認を
受けて実施した。 
４．研究成果 
 最先端最高水準の遠隔看護システム
｢Smart Webcare Salus(サラス)｣の開発とそ
の利活用の可能性を､特に里山における多様
な小規模臨床試験を通して明らかにした。す
なわち､通常のＡＤＳL または光通信回線で
高画質高音質の双方向通信(上り１Ｍ程度)
が可能なサラスは､遠隔看護(ケア)のみでな
く高解像度が要求される医用データ(DICOM)
にも対応しているため遠隔医療や遠隔カン
ファレンス､災害時等の緊急対応､総合生活
支援等にも利活用が可能で､里山における新
たなビジネスモデルのツールとして注目さ
れている。具体的な成果は､以下のとおりで
ある。 
（１)最先端最高水準の遠隔看護機器の開発 
通常のＡＤＳL または光通信回線で､医用

画像データ(dicom)を読影しながら高画質高
音質の双方向会話が可能(上り１Ｍ程度)な
最先端最高水準の遠隔看護/遠隔医療機器の
開発と実用化に成功した。 
（２)里山のコミュニティに対する総合生活
支援としての遠隔看護システム｢サラス｣利
活用の検討 
遠隔看護システム｢サラス｣を中核とした

｢スーパーユビキタス・コミュニティサービ
スプロジェクト(略称：SUCOS Project)」を
地元自治体及び IT企業と立ち上げ､在宅ケア
を含めた 24時間コミュニティサービス(コミ
ュニティ･ルネサンス)を目指した小規模臨
床試験を実施して課題の抽出を行った。 
（３)遠隔妊産婦健診構築の試み 
開業助産師の協力を得て｢遠隔妊産婦健診

デ ー タ ベ ー ス (DB) ｣ に 胎 児 心 拍
(CTG:Cardio-Tocogram)計測データの送受信
システムを付加して､遠隔地における助産師



 

 

の妊産婦健診を医師がサポートできる態勢
構築に取り組み､実用化段階に至った。 
（４)遠隔看護システム｢サラス｣と携帯端末
との接続 
 急速な進歩を遂げているタブレット型や
スマートフォン等の携帯端末との接続のた
めのソフト開発や画面タッチタイプのスマ
ートテレビ対応の利用者個別｢Only One 
Menu｣画面の開発に着手し､一部実用化した。 
（５)研究成果の広報活動 
 学会発表や平成 23年 3月に｢遠隔看護研究
開発プロジェクト｣の HP 
(http://www.nagano-nurs.ac.jp/irc/kouke
n/enkaku/index.htm)を立ち上げ､随時研究
成果を公表してきた。 
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